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（首都圏ふたごプロジェクト）

その構想とパイロット調査の評価

ALongitudinalStudyofTwinsinEarlyChildhood（１）

（TokyoTwinCohortProject:ToTCoP）
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１．はじめに

本論文では，２００４年１２月より開始した「双生児法による乳児．幼児の発育縦断研究｣i)の研究構想

を紹介し，現在,進行しているパイロット調査の実施状況とこれまでに得られた成果について報告する。

「双生児法による乳児．幼児の発育縦断研究」（以下「本研究」と呼ぶ）は，独立行政法人科学技術振

興機構の推進する「脳科学と教育」の公募型研究（タイプⅡ）として実施されるもので，心と体の健やか

な発達と脳の成長に及ぼす諸要因を明らかにし，科学的根拠に基づく教育(evidencebasededucation：

EBE）への示唆を得るために，脳機能計測と行動評定を含むさまざまな発育指標と環境指標について，

個人単位で５年間にわたって前進的に縦断的に調査を実施するいわゆる発達コホート研究である。ここ
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に双生児法という遺伝学の方法論を適用することにより，脳と行動の発達に及ぼす遺伝要因と環境要因

の相互作用過程を実証的に検討することが可能となる。

この研究では，本調査（2006年２月から実施を予定）に先駆けて，開発された質問紙などを含む調査

方法の有効性と，エントリーされるサンプルの代表性，ならびにそのサンプルにおいて，子どもの発育

に及ぼす遺伝と環境の相互作用に関するデータ解析の結果を探索的に評価することを目的に，パイロッ

ト調査が実施された。本論文では，まず研究構想について，その概要，実施体制，倫理的配慮の諸側面

を概説したのち，パイロット調査についての報告を行う。

１．研究構想

1.1研究の概要

本研究では，東京都，神奈川県，千葉県，埼玉県に在,住の双生児の氏名と所在に関する悉皆リストを，

住民基本台帳をもとに作成し，生後約１年までに参加した双生児を生後５年まで追跡しながら，その身

体。行動発達と生育環境の評定，ならびにＮＩＲＳ（nearinfraredspectroscopy，光トポグラフィー）に

よる脳機能の計測を縦断的に調査実施する計画である。そして，これらのデータから，子どもの発達の

各段階における心と体の特徴の個人差に関して，遺伝要因に対してどのような環境要因がどの程度寄与

しているのかを推定するのみならず，遺伝要因と環境要因の関係が発達的にどのように変化するのかも

明らかにする。また，さまざまな発育上のリスクを抱える双生児を対象とすることから，双生児に特有

な発育の諸問題とその対応についての実態についても明らかにする。

このように本研究は，双生児による，双生児の研究であると同時に，双生児のための研:究である。

篇

Fig.１．首都瞳|ふたごプロジェクトの研究組織灰



協力家庭を郵便による研究協力依頼通知を通じて募る。エントリー数の目標は対象全数の５０％に当た

る２０００組以上とする。こうして得られた協力者集団が，本研究における双生児レジストリーである。

(2)調査部門

調査や実験の計画，実施の運営を行う部門である。

質問紙調査：生後約１年内（パイロット調査では生後９～１４ヶ月に）エントリーし，その後9,12,15,
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１．２研究の実施体制

本研究はその全体を統括する研究統括委員会を中心に，Fig.１の研究組織図に示す５つの部門を有機

的に統合し，研究が運営されている。それぞれの活動分担内容は以下のとおりである。

(1)リクルート部門

双生児レジストリーの構築を行う部門である。ここで双生児レジストリーとは，調査対象となる双生

児の個人情報リストのことを指す。レジストリーは，広義には双生児親の会の名簿や本研究のように住

民基本台帳から抽出されたリストなど，調査主体がこれから調査を依頼する母集団にあたるリストを，

また狭義には調査主体が調査協力への意志を確認し，卵性情報など研究に必要なデータを入手できてい

るサンプルのリストを指す◎本論文では前者をアクセスリスト，後者を双生児レジストリーと呼んで区

別する。

アクセスリストの作成・管理：調査対象地域は，
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に，大学研究室にてＮIＲＳ（光トポグラフィー）により対人知覚（社会'性)，言語，音楽などに関連する

脳機能の発育縦断調査を実施する。

(3)データベース部門

名簿データの管理と研究用の匿名データとを合理的に管理。

名簿管理：エントリー協力者の個人‘情報を含むデータベース（名簿データベース）はオフラインのＰＣ
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個別調査（Bayley,WISC-Rなどを予定）や行動観察を行う。

脳機能計測：家庭訪問調査と同じく質問紙調査対象者のうち自発的な協力家庭による小サンプルを対象

上で管理する。研究用のデータではＩＤのみを記録するが，個人ごとにＩＤを付与することによって，連

18,24,30,36,40,48,54ヶ月時にＴａｂｌｅ２の調査項目一覧にあるような発育状況と関連する環境に関

する質問紙調査を親に対して郵送で実施する。

家庭訪問調査：質間紙調査対象者のうち自発的な協力家庭による小サンプルを対象に，家庭訪問による
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Table２．質問紙調査および家庭訪問調査による調査項目一覧

（*は家庭訪問調査で実施するもの）

○

○
○
○

○

ＳＤＳ

Denverll(Frankenburg,1969;Frankenburg,ａａｊ.,1992;日本小児保健協会）

IBQ.Ｒ(InfantBehaviorQuestionnaire-Revised（Rothbart,1981;Garlstein＆Rothbart,2003;中川・鋤柄；

2006）

ECBＱ(EarlyChildhoodBehaviorQuestionnaire)(Putnum,ααＩ.,2002)*＊

ＰＴＣI(PreschoolTemperament＆Characterinventory)(Constantino,2002)*＊

ＣＢＱ（Children'sBehaviorQuestionnaire）（Ahadi，Rothbart，＆Ｙｅ，１９９３；Rothbart，Ahadi，Hershey，＆
Fisher,2002)*＊

Ｍ－ＣＨＡＴ(ModifiedChecklistforAutisminToddlers)(Baron､ＣｏｈｅｎｅＩａｊ.,１９９２;Ｒｏｂｉｎｓａａｊ.,２００１)*＊

BISＱ(BrieflnfantSleepQuestionnaire)(Sadeh,2004)＊

ＣBCL(ChildBehaviorCheckList）（Achenbach,1991；戸ヶ先・坂野，1998）

ＣＦＱ(ChildFeedingQuestionnaire)(Birsh,2001)＊

Bayley(BayleyScalesoflnfantDevelopment)(Bayley,1993)*＊

ＥＳＣＳ(EarlySocialCommunicationScales)(Mundy,ααＩ.,2003)＊

CDI(MacArthurCommunicativeDevelopmentallnventories）（Fenson,ａａＪ.,1993;小椋・綿巻，2004;綿

巻・小椋，2004）

ＭＡＩ(MaternalAttachmentlnventory）（MUller,,1994;中島，2001）

ＥＥＳ(EvaluationofEnvironmentalStimulation)(Ａｎｍｅ,1997）

SDS(Self-ratedDepressionScale）（Zung,1965;福田・小林，1983）

PSI(ParentingStresslnventory)(Abidin,ααＩ.,1995)*＊

＊著者らが作成者の許可を取り翻訳を作成して使用する．

*＊ＥＣＢＱＣＢＱは中川敦子・鋤柄氏（名古屋市立大学)，ＰTCIは菅原ますみ氏，（お茶の水女子大学)，Ｍ－ＣＨＡＴ，

YaleScreenerは神尾陽子氏（九州大学)，Bayleyは中津潤一氏（千葉大学)，PSIは内山伊一郎氏（同志社
大学）が作成者の許可をとり翻訳したものを，翻訳者の許可を取り使用する．
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結可能匿名化システムとする。

データ人力と管理：時間とともに，漸次入手されるさまざまな形式を持つデータは，ＩＤによって相互に

リンク可能なデータ群として管理する。双生児に特有のデータ構造を意識した，データ解析を効率よく

行うためのデータ構造の整理を行なう。信頼性の高い分析を保証するために，データの更新とデータ・

クリーニングを行う。

(4)研究推進部門

この領域の学際性，国際性を鑑み，研究活動全般の活性化を図るため，研究会，ワークショップ等の

開催や国内外の研究組織（日本双生児研究学会，ＢＧＡ（行動遺伝学会)，ＩCTS（国際双生児研究学会)，

gｅｎｏｍＥＵｔｗｉｎ（ＥＵ加盟のヨーロッパ諸国およびオーストラリアを含む双生児研究の連絡会)，世界

各国（特にシンガポール・スリランカ・韓国など現在急速に双生児研究が発展しつつあるアジア諸国）

の双生児レジストリーの運営母体など）との情報交換，国際共同研究などを実施する。

(5)フィードバック部門

研究者側からの一方向的なフィードバックではなく，双生児をもつ母親との双方向の‘情報発信システ

ムを構築する部門である。すなわち研究活動紹介や研究成果報告としてのニュースレターの定期的刊

行，多胎児の育児に悩む親や保健医療機関からの相談に対して有益な情報を提供するためのニュースレ

ター，'情報シート・ブックレット等の作成，関連機関や'情報提供者の紹介などを行う。専用サーバ上で，

情報のＷｅｂ公開も行う。

1.3研究成果への倫理的配慮

本研究は２００５年に慶雁義塾大学文学部倫理委員会の承認を得た。本研究への参加に当たっては，メ

イン調査票を回答する際，それぞれデータの使用目的，管理方法，発表方法，辞退する権利などについ

てインフォームドコンセントを文書で行う。またエントリーシートについては，データの使用許可につ

いて署名をもらった。本研究は遺伝要因と脳機能と心身の発達との関連性に関する基礎的な知見を得て

EBEの根拠となる情報を提供することが目的である。しかし，ここから得られた知見が遺伝情報による

教育機会の差別化や教育活動の倭小化につながってはならない。したがって本研究から特定の教育的示

唆や教育方法の開発を限定的に提言することに直結することのないよう，慎重な情報提供がなされねば

ならない。たとえば結果をフィードバックにするにあたっては，できる限り個別に応対し，個々の条件

に合致した応対を心がけるようにする。

2．パイロット調査報告

2.1目的

本研究で目標数２０００組の大規模コホートを対象とした本調査を実施するにあたり，少数のサンプル

によるパイロット調査を実施した。これは，予定されている本調査と同様の手順をできる限りシミュ

レートするもので，案内用パンフレットや調査用紙は，実際に本調査で施行するマテリアルと同等のも

のとして作成した。パイロット調査の目的は以下の３点である。

(1)サンプリング・バイアスの有無の評価

エントリーされた双生児サンプルの代表性を検証するため，回収率が地域・月齢・ペアの性別によっ

て異なるかどうかを検討し，さらに，住民基本台帳より転記された世帯情報から親と判断される人の年
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2.2方法

（１）手続き

パイロット調査の流れをFig.２に示す。

２００４年１２月から，各自治体に調査趣旨を説明の上，住民基本台帳法に基づく所定の手続きを経て住

民基本台帳を閲覧し，同世帯に住む同生年月日の多胎児と思われる個人組を抽出し，その氏名，住所，

生年月日，性別を転記した。また自治体が許容する限りで付随する世帯情報（同居するすべての家族成

員の生年と性別）も転記した。転記はその速さと正確さを測定するために作成した適性検査iiiによって

選抜され，一定の訓練を受けた１３名の閲覧員が実施した。

調査対象地域は，２００５年３月時点で住民基本台帳の閲覧･抽出のなされていた６１自治体ivで，対象

者は月齢が生後９ヶ月から１４ヶ月に当たる双生児３１１組である。

まず２００５年３月１８日にプロジェクトの案内のみを目的としたパンフレットと，インセンティヴと

して双生児の育児情報を提供する「ふたご子育てのヒント」を送付した（付録図)。このうち転居先不明

のため２通が不達であり、実質的に３０９組の双生児がパイロット調査の対象となった。

この３０９家庭に対して，４月１日に，協力依頼状．パンフレット，エントリーシート，返信用封筒を
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齢を把握し，家族形態，家庭状況，父親の年齢，母親の年齢，きょうだい数ごとの回収率の比較も行う。

(2)協力者のリクルートの最適な方法の検討

回答を求めるエントリーシートの送付に際しては，２回にわたる再依頼状の配布によってどの程度，

回収率が高まったか，また記念切手の貼付の有無や添付する切手の枚数が回収率へどのように影響する

かついて検討する。

(3)育児困難を抱える双生児の親の認識の事前検討

特に，最初に双生児をもつ母親の育児困難に対する認識別に，双生児の月齢や，ペアの性別や，家族

状況，多胎児サークルへの参加の有無などとの関連を検討する。

㈲ 口■
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一斉に送付した。エントリーシートの調査用紙は，Ａ４の大きさ１枚（両面）にとどめ，回答への負担が

大きくないように配慮した。また調査項目とともに，このデータの使用に関する同意も求めた。さらに，

未回収の対象者に対して，再依頼状を２００６年４月２２日と５月１２日の２回にわたり送付した。またこ

の調査実施と並行して，対象自治体の役所と保健所，保健センターに，プロジェクト実施を知らせるポ

スターの掲示を郵送により依頼し，約５０％の自治体で掲示された。

最終的に，２００５年７月２２日までに合計１７９通のエントリーシートが，本調査への協力の同意書も

含めて回収され，回収率は57.9％となった。

エントリーシートの返送のあった双生児家庭に対しては，文書によるインフォームド・コンセント

と，より広範にわたる調査のための質問冊子を送付し，あわせてインセンティヴとしての「ふたご子育

てのヒント」と，住所転居などを知らせてもらうためにプロジェクトの連絡先を示したマグネットとを

同封した。

(2)郵送に際しての切手の貼り方

郵送による調査に際して，送付用，ならびに返信用の封筒に貼り付けられた切手の種類や量が，回収

率の向上や回収の迅速さに影響を及ぼすかどうかを検討するため，以下のような切手の張り方の差異を

設けた．送信については，①普通切手１枚１４０円分，②別納スタンプ，③記念切手（SanrioのKittyの

図柄）［８０円十５０円］分各１枚十普通切手１０円分，④普通切手［８０円十５０円十１０円］の４種類であ

る。また，返信については，①記念切手８０円分，②記念切手５０円分十普通切手１０円分３枚，③普通

切手８０円分１枚，④普通切手５０円分１枚十１０円分３枚の４種類である(Table４)。

2.3結果

(1)エントリーサンプルの代表性の評価

地域，双生児の月齢，ペアの性別，家族形態，家庭状況，きょうだい数，父親の年齢，母親の年齢の

それぞれの属性ごとに，回収率が統計的に有意に異なるのかについて,ｘ2検定を用いて検討した(Table

3)。

地域については,千葉県が62.7％と最も高く，埼玉県が42.1％と最も低いが,全体として有意差はな

かった。

双生児の月齢については，月齢の少ない双生児ほど回収率が高い傾向がうかがえるが，統計的に有意

ではなかった。双生児のペアの性別については，女児どうしのペアがその他のペアに比して少ない傾向

がうかがえるが，これも有意ではなかった。

家族形態については，核家族の方が育児援助者を得やすい２世帯・３世帯の拡大家族よりも育児負担

が多いと予想されるため，回収率が低いことが予測されたが，有意な差は見いだされなかった。同じく，

片親家族よりも両親と同居の家族の方が育児負担が少なく，回収率が高まることが予想されたが，片親

家族の数が少なく統計的有意差は見いだされなかった。双生児以外にきょうだいがいることも回収率に

影響していなかった。

父親，母親とも，年齢が高いほうが，回収率が高くなる傾向がうかがえるが，やはり統計的な有意差

はなかった。

このように，ここで検討された属性に関しては，そのいずれについてもサンプリングに有意なバイア

スを与えるものとは認められなかった。
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Table３．地域，双生児状況，家族状況と回収率
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(2)再依頼状の効果

回収率を高めるために，２度にわたる再依頼状の送付を行った。送付状の送付日は，家族がそろいや

すい週末に，本研究に協力するかどうかを相談し，答えてもらいやすいようにするため，いずれも金曜

日を送付日とし，２００５年４月２２日と５月１２日に送付した。

２００５年４月１日に最初の調査票であるエントリーシートを送付してからの回収数の推移をFig.３に
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示す。

回収されたエントリー総数は１６８通で，送付してから回収されるまでの日数の平均は，20.7(±15.9）

であった。ここでは，初回のエントリーシート送付から３週間後の１回目再依頼状送付までを前期，２

回目再依頼状までを中期，そしてそれ以降を後期としている(Fig.３)。

回収数は送付を行った金曜日からみて週明け直後の月曜よりも，翌週の半ばに当たる火曜日あるいは

水曜日にピークがあり，その後減少する傾向がある。ただし５月９日に回収数が哨加したのは，ゴール

デンウイーク明けに当たったためと思われる。Fig.３が示すように，再依頼を送付することにより，回

収数は一時的に上昇する。期間別の相対的回収割合は前期58.9％，中期27.4％，後期13.7％であった。

以上,再依頼状を送付後の中期，後期の回収数は，全体の回収数１６８通のうちの４１．１％（６９通）であ

り，再依頼状の送付はエントリーの促進に効果があったと推察された。

(3)送信・返信の切手の種類と数の効果

郵送による調査に際して，送付用，ならびに返信用の封筒に貼り付けられた切手の種類や量が，回収

率の向上や回収の迅速さに影響を及ぼすかどうかを検討した結果をＴａｂｌｅ４に示す。

最終的な回収率に，これら切手の量と種類の違いは，有意な差をもたらさなかった。しかし，回収の

時期を３期別にみると，特に前期に関して送信，返信おのおのに特徴的な差異がうかがわれた（Table

4)。

まず，送信切手の種類では，「③記念切手（SanrioのKittyの図柄）［８０円十５０円］分各１枚十普通

切手１０円分」のパターン，あるいは，「④普通切手［８０円十５０円十１０円]」のパターンが，他の群と比

較して，前期に回収される割合が高い傾向が読み取れる(Table４，Fig.４)。

また，返信切手の種類では，「④普通切手５０円分１枚十普通切手１０円分３枚」のパターンが，他の

０

回収日エントリーシート回収１６８通
平均日数20.65日（ＳＤ±15.19）（中央値１５．１９日）

Fig.３．回収率の推移と再依頼状送付
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Table４．切手種類別回収率（３フェーズ）

返信時の記念切手貼付噸〉

返信切手の枚数（量)“〉 １枚貼付

４枚貼付

送信時の記念切手貼付注2） あり

なし

麦其月

２
０
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４
勢

１
１エン
ト
リ
ー
数
（
回
収
敵
）

あり

なし

注')再依頼状の配布を境として，回収期間を３期間に分類した

注2)送信切手種類から再カテゴリー化して作成した

注3)返信切手種類から再カテゴリー化して作成した

注4)回収の有無によりｘ２検定を実施したが，有意な項目はなかった
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Fig.４．送信切手の種類による回収率の推移
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前の前期４週間を週別に集計し，より詳細に，回収数への影響をみた。

(1)送信切手に関する回収数への効果
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１力織間

枚数が多いとき，また記念切手が貼られているとき，すばやい回収を導く傾向があることがうかがえる

(Fig.６，Fig.７)。

(2)返信切手に関する回収数への効果

次に，返信切手の枚数と記念切手貼付の有無に分類して，週別に集計したグラフをみてみると，記念

切手の有無にかかわらず，普通切手５０円切手と１０円切手３枚を貼り，枚数が多い貼り方のほうが，１

枚だけの場合よりも初期効果があることが示唆された(Fig.８，Fig.９)。

(4)双生児の母親の育児困難に関する認識

多胎児の子育てには，単胎児以上の負担が伴うことから，子育ての負担や困難にかかわる要因がどの

ようなものかを明らかにするため，エントリーシートの「育児で何かお困りのことがありますか？（あ

りましたか？)」という項目に「はい」と答えた割合を，さまざまな属‘性ごとに検討した(Table５)。

その結果，双生児の月齢，ペアの性別，父親の年齢，家族形態，家族状況については統計的に有意な

回収率の差はみられなかったものの，双生児の月齢については，１１ヶ月，１２ヶ月の群で「はい」と答え

た割合がやや高いことが読み取れる。
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Table５．育児困難の認識の属性別割合
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ｌ
ｌ
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ｌ
ｌ
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双生児育児の困難に対する認識畑）

ｊＶ＝1３９（％）
検定注2）

核家族

拡大家族１１３）

全体集計

９ヵ月

１０ヵ月

11ヵ月

１２ヵ月

１３ヵ月

１４ヵ月

１
１
１
９
０
８
０

■
ｂ
●
●
●
●
●

９
４
２
０
２
８
０

７
７
８
９
９
５
７

双生児の月齢

砿

、
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ

家族形態

ア
ア
ア

ペ
ペ
ペ

女
男
性

女
男
異

ペアの性別 8３．８

７８．３

７６．８ 1賑

片親

両親同居

父親の年齢 ２０代

３０代前半

３０代後半

４０代

7７．８

８１．３

７７．８

７７．８

妬

、
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ

家庭状況

母親の年齢 ２０代

３０代前半

３０代後半

４０代

双生児法による乳児・幼児の発育縦断研究（１）４３

母親の年齢については,３０代前半,後半ともに85.0％前後が育児困難と認識し，他群よりも回収が高

い傾向がうかがえた。また，きょうだい数も育児困難に対する認識に影響を与え，２人（つまり双生児の

み）の子供をもつ母親が育児困難の認識が最も高く，ふたご以外にひとり，さらには二人の上の年齢の

子供がいるほうが困難さを感じにくくなる傾向が見出された。そこで，特にきょうだいがいる２４家庭

のみに対象を限定し，すぐ上のきょうだいの年齢の平均を育児困難あり群と育児困難なし群ごとに集計

したところ，育児困難あり群の上のきょうだいの年齢は4.4(±0.9)歳，育児困難なし群の平均年齢は，

6.9歳(±4.8)となり，上の子の年齢が若いほうが育児困難の認識が高かった(Table６)。

さらに，多胎児サークルへの参加の有無との関連については，参加群が89.5％となり，参加している

母親のほうが不参加群よりも高く回答していた。

1００．０

７８．８

8９．５

７４．１

注'）「育児で何かお困りのことがありますか？（ありましたか？）に対して「はい」と回答した割合，無回答によ

る欠損値があったためjV＝139

注2)Ｘ2検定Ⅳ＝１の場合は検定から除外やく0.1＊*P＜0.05jVS統計的に有意差なし
注3)祖母，祖父，その他と同居している家族とした

〕ノvｓ

きょうだい数（双生児を含む）

7８．１

９２．３

２人（双子のみ）

３人

４人

多胎児サークル

〕』vｓ
86.4

69.7

２５．０

〕＊
参加

不参加

＊＊

、
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ノ



361.3（±62.47）

6.85(±4.63）

4.75(±0.73）

14.14(±10.50）

４４

稲
＊
妬
応

育児困難なし群

Ｗ＝２９）

育児困難あり群

Ｗ＝１１０入）
検定注'）

356.7（±49.8）

4.71(±1.42）

4.41(±0.94）

１６．９（±11.90）

平均日齢

きょうだいの年齢注2）

家族人数

回収日数注3）
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Table６．育児困難あり群と育児困難なし群の平均値の差

おわりに

双生児による長期縦断研究は，アメリカにおけるルイヴィル研究（Wilson，1983)，コロラド大学の

追加的に，育児困難あり群の分娩時週数，平均月齢，平均日齢、上のきょうだいの年齢と家族人数の

平均値の差を算出した結果，前述のきょうだいの年齢以外は有意差が認められなかった。このことは，

Table5の結果と一致した。また，エントリーシートの送付から回収までの回収日数については,育児困

難あり群と育児困難なし群との差はなかった。

注l)一元配置の分散分析により平均値の差の検定＊p＜0.'，ﾉｖｓ統計的に有意差なし

注2)兄弟がいる２４家庭のみ分析対象．すぐ上の兄弟の年齢で算出

注314/ｌエントリーシート配布からエントリー日までかかった日数

2.4考察

第１に，今回エントリーされたサンプルは，地域・月齢・ペアの性別，母親の年齢，父親の年齢，家

族形態，きょうだい数のいずれにも，エントリーされなかったサンプルと比較して，回収率に有意差が

なかった。

ただし，今回は３００程度の標本サイズであり，今後の本調査で標本サイズが増えたときに，解析に影

響を与える程度のバイアスが含まれている可能性は残されている。しかしながら，今回ひとまず著しい

サンプリングバイアスのない集団から協力を得られたという結果は，本調査の実施にあたり，その調査

方法が，継続的に調査を実施する発達コホートサンプルを構築するために適切である一定の根拠を与え

ると考えられるだろう。

第２に，再依頼状の送付や切手の種類や量による回収率向上の効果について検討し，本調査における

具体的な実施方法について，効果的と思われる方法を特定することができた。送信時においては，記念

切手，ならびに切手の枚数（量）が多いことは，回収の迅速さに影響していること，また返信用の切手

については，切手の枚数が回収の迅速さに影響していると考えられた。

第３に，双生児をもつ母親の育児困難に対する認識別に，月齢や，ペアのＩ性別や，家族状況，多胎児

サークルへの参加の有無との関連を検討した結果，３０代母親,双生児のみを抱える母親，多胎児サーク

ルに参加している母親の育児困難の認識が，他と比べて高いことがわかった。

双生児を対象に継続的に調査を実施する発達コホート研究をする上で，協力の負担を担う双生児の母

親自身の理解は不可欠となる。したがって，この結果を基に，今後は，双生児育児を困難と認識させて

いる内容を明らかにするため，自由記載に書かれたコメントを対象として，詳細な質的研究を行い，母

親へのＩ情報提供の内容や研究成果のフィードバックのあり方について検討していく予定である。
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マッカーサー縦断研究（Ｅｍｄｅ＆Hewitt,2001)，イギリスの精神医学研究所のＴＥＤＳ（TwinEarly

DevelopmentStudy;Trouton,ａａｊ.,2002)，オランダ双生児レジスター(Boomsma,9tαﾉ.,2002)など

が有名であるが，近年の人間の遺伝研究の発展に並行して，その必要性への認識が高まり，各国で双生

児レジストリーづくりと，それに基づく長期縦断研究が計画され，走り始めている。わが国では，双生

児研究の歴史こそ欧米にひけを取らない長さを誇るが，さまざまな事情により，これまでpopulation

basedな双生児レジストリーの作製，そして長期縦断研究は実現できずにきていた。本研究はその意味

で，世界的な動向をにらんだわが国初の双生児縦断研究として，画期的意義を持つことは間違いない。

近年の行動遺伝学的な双生児研究の動向として注目されるのは，認知検査や性格検査のような心理学

的・行動学的指標に加え，脳波，事象関連電位，ｆＭＲＩなどの脳イメージ，コルチゾールやテストステロ

ンなどの内分泌など，心理的指標の中間表現型endophenotypeを扱う研究が増えてきたこと，そして

ＤＮＡを扱う研究が主流となっていることである(Plomin,9tαﾉ.,2003)。本研究は，「脳科学と教育」の

一環として光トポグラフィーを用いた研究が計画されているが，それ以外の生理的，遺伝学的な測度も

可能な限り対象とすることが望まれる。

わが国の双生児研究で特徴的なのは，双生児（について）の研究，あるいは双生児のための研究が，

欧米以上に高い関心を持ってなされていることである。これらは必ずしも学術的な成果に直結するもの

ではないが，本研究でも双生児の育児，教育に寄与する成果を射程に入れることにより，遺伝と環境の

相互作用プロセスを明らかにする行動遺伝学的研究を，より実り豊かなものにさせることになるであろ

う。
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ｉ）対外的に用いるプロジェクト名称は『首都圏ふたごプロジェクト』（TokyoTwinCohortProject:ToTCoP）

である。

ii）本研究の対象者の所在情報の入手方法では，地域によって閲覧時期に時間差があるため，あくまでも「住民基

本台帳を閲覧した時点における悉皆リスト」であって，対象地域全体について完全悉皆的なリストを同時に獲

得することはできない。２００５年４月１日に個人情報保護法が成立したことに伴い，住民基本台帳の配列が世

帯別表示でなくなったり，閲覧を拒否する自治体が増えたりしてきており，実際はこの目標を下回る可能性が

ある。

iii）実際の住民基本台帳に類似した形式で「同世帯・同生年月日」の氏名を唯記するためのダミー情報を配列した

課題用冊子を作成，２５５名の大学生に施行し，一定時間内の回収数と正答率の分布を得て，この課題で回収数

８個以上，正答率９０％以上を合格基準と定めた。新聞広告で募集した候補者２４名にこの課題を施行し，この

基準を満たしかつ書字の読みやすい者１３名を採択した。

iv）全域の閲覧が終了した自治体:東京都１４ヶ所(千代田区，中央区,港区，台東区，墨田区,荒川区，江戸川区，

三鷹市，府中市，調布市，小平市，東村山市，清瀬市，稲城市)，神奈川県３ヶ所（三浦郡葉山町，足柄上郡開

成町，足柄上郡大井町)，千葉県２ヶ所（習志野市，鎌ヶ谷市)。一部の閲覧が終了した自治体：東京都１３ヶ

所（江東区，新宿区，杉並区，世田谷区，板橋区品川区，北区，目黒区，練馬区，小金井市，西東京市，八

王子市，武蔵野市)，千葉県１３ヶ所（千葉市稲毛区。花見区・若葉区。中央区・美浜区。緑区，我孫子市，四

街道市，成田市，船橋市，木更津市，野田市，流山市)，埼玉県２ヶ所（新座市，川越市)，神奈川県１４ヶ所

（横浜市旭区。戸塚区。神奈川区。西区。南区，川崎市宮前区。幸区・高津区・川崎区・多摩区・麻生区，三
浦市，小田原市，相模原市)。
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